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視覚に障害がある方のための、音声による社協だよりもあります。

　

５
月
14
日
（
水
）、
玉
穂
地
域

福
祉
推
進
委
員
会 

中
畑
南
支

部
が
運
営
す
る
ほ
が
ら
か
サ
ロ

ン
で
は
、
„
運
動
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
“
と
題
し
て
脳
ト
レ
体
操

や
輪
投
げ
、モ
ル
ッ
ク
を
実
施
。

ス
タ
ッ
フ
５
人
と
30
人
の
参
加

者
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
ス

ポ
ー
ツ
「
モ
ル
ッ
ク
」
は
、
年
齢

や
性
別
に
関
係
な
く
プ
レ
イ
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
。「
モ
ル
ッ
ク
は

初
め
て
」
と
い
う
方
の
た
め
に

ル
ー
ル
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

基
本
的
な
投
げ
方
は
下
手

投
げ
。モ
ル
ッ
ク
を
横
に
持
ち
、

下
か
ら
す
く
い
上
げ
る
よ
う
に

し
て
投
げ
ま
す
。
先
に
50
点

ピ
ッ
タ
リ
に
な
る
ま
で
得
点
し

た
方
が
勝
ち
と
い
う
ル
ー
ル
で

す
。

　
「
狙
っ
た
所
に
投
げ
る
の
が

難
し
か
っ
た
」「
楽
し
い
、
ま
た

や
っ
て
み
た
い
」
と
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

市社協マスコットキャラクター
「ふくっぴ～」

「いい汗かいた～」
輪投げ・モルックで白熱！
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市社協は、成年後見事業を推進しています。

　

認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な

ど
の
理
由
で
判
断
能
力
の
不
十
分
な

方
々
は
、
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の
財

産
を
管
理
し
た
り
、
身
の
ま
わ
り
の
世

話
の
た
め
に
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や

施
設
へ
の
入
所
に
関
す
る
契
約
を
結
ん

だ
り
、
遺
産
分
割
の
協
議
を
し
た
り
す

る
必
要
が
あ
っ
て
も
自
分
で
こ
れ
ら
の

こ
と
を
す
る
の
が
難
し
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
に
不
利
益
な
契
約
で
あ
っ

て
も
よ
く
判
断
が
で
き
ず
に
契
約
を
結

ん
で
し
ま
い
、
悪
質
商
法
の
被
害
に
遭

う
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
の
不
十
分
な

方
々
を
保
護
し
、
支
援
す
る
の
が
成
年

後
見
制
度
で
す
。

成
年
後
見
制
度
と
は…

市社協マスコットキャラクター
「ふくっぴ～」

あらかじめ御本人自らが選んだ人（任意後見人）に、ひとりで決めることが心配になったとき、
代わりにしてもらいたいことを契約（任意後見契約）で決めておく制度です。

家庭裁判所によって、成年後見人等が選ばれる（選任される）制度です。不安や心配の程度に
応じて３つの種類（類型）が用意されています。

重要な手続・契約の中で、
ひとりで決めることに心配がある方

補 助

重要な手続・契約などを、
ひとりで決めることに心配がある方

保 佐

多くの手続・契約などを、
ひとりで決めることが難しい方

後 見



市社協は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。
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御
殿
場
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

市社協マスコットキャラクター
「ふくっぴ～」

法人後見の受任

　

家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
基

づ
き
、
市
社
協
が
成
年
後
見

人
等
を
受
任
し
、
後
見
支
援

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

申立ての支援

　

家
庭
裁
判
所
に
申
立
て
を

す
る
際
に
必
要
な
書
類
の
説

明
や
記
入
方
法
、
手
順
、
内

容
の
確
認
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

普及啓発

　
「
成
年
後
見
制
度
」
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
制
度
の
仕
組
み
や
申
立
て
の
手
順
、
成

年
後
見
人
等
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

学
べ
る
講
演
会
や
研
修
会
の
開
催
を
す
る
と
と
も

に
、
出
前
講
座
へ
の
講
師
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

電
話
や
窓
口
で
、
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
た
め
の
手
続
や
、
申
立
て
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
相
談
員
に
よ
る
相
談

※

土
・
日
・
祝
日
及
び
年
末
年
始
は
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。 

司
法
書
士
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

偶
数
月
の
第
２
木
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

●
専
門
職
に
よ
る
相
談

※

祝
日
は
変
更
に
な
り
ま
す
。

御
殿
場
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

市
社
協
総
務
・
権
利
擁
護
ス
タ
ッ
フ

電　

話
（
７
０-

６
８
０
１
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
８
９-

５
５
０
１
）

相
談
専
門
電
話

お
困
り
の
と
き
は
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
電
話
を



　

市
民
後
見
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
、
ま
ず
、
市
民
後
見
人
養
成
講
座

を
受
講
し
、
知
識
や
技
術
、
姿
勢
な
ど
を
習

得
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
後
見
人
と
し
て
選
任
さ
れ
た

後
も
、
ス
ム
ー
ズ
な
後
見
活
動
が
継
続
で
き

る
よ
う
に
、
定
期
的
に
報
告
や
相
談
を
受
け
、

必
要
が
あ
れ
ば
速
や
か
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

市
民
後
見
人
の
育
成・支
援
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市社協は、成年後見事業を推進しています。

令和６年度 市民後見人養成講座が開催されました。

令和６年度 第２回支援員連絡会
social work lab MIRAI 代表の

長谷川俊雄先生に講義していただきました。

 

市民後見人として活動するまでの流れ

　

市
行
政
が
開
催
す
る
市
民
後
見
人
養
成

講
座
を
受
講 

（
知
識
・
技
術
・
姿
勢
を
習
得
）

約
３
か
月

　

市
社
協
の
権
利
擁
護
に
関
わ
る
支
援
員

と
し
て
活
動
し
て
経
験
を
重
ね
る

約
１
年

　

市
行
政
が
整
備
す
る
市
民
後
見
人

候
補
者
名
簿
に
登
載

　

選
任
後
も
市
社
協
等
が
市
民
後
見

人
の
相
談
に
対
応
、
支
援

　

成
年
後
見
人
等
の
候
補
者
と
し
て
推
薦
さ
れ
、 

家
庭

裁
判
所
か
ら
選
任
を
受
け
て
市
民
後
見
人
と
し
て
の
活

動
を
ス
タ
ー
ト

※

こ
の
流
れ
は
、
モ
デ
ル
的
な
例
で
す
。

　
専
門
職
の
後
見
人
等
と
同
様
に
家
庭
裁
判
所
の
監
督
の
下
、

　
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

御
本
人
の
家
族
で
は
な
く
、
弁
護
士
・

司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門

職
で
も
な
い
、
地
域
に
住
む
住
民
に
よ

る
後
見
人
で
す
。 

　

御
本
人
に
と
っ
て
専
門
職
よ
り
も
身

近
な
存
在
で
あ
る
市
民
後
見
人
は
、
住

民
目
線
で
、
御
本
人
に
寄
り
添
っ
た
き

め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
と
い

う
強
み
が
あ
り
ま
す
。 

　

市
町
村
等
の
研
修
を
修
了
し
、
必
要

な
知
識
・
技
術
、
社
会
規
範
、
倫
理
性

を
身
に
付
け
、
登
録
後
、
家
庭
裁
判
所

の
選
任
を
受
け
て
か
ら
成
年
後
見
人
等

と
し
て
の
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

市
民
後
見
人
と
は…



市社協マスコットキャラクター
「ふくっぴ～」

5

市社協は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。

（
富
士
岡
）

市
民
後
見
人

山
田
　
孝
さ
ん

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
市
民
後
見
人
と
し
て
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
の
市
民
後
見
人
養

成
講
座
を
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
50
時

間
の
受
講
が
終
わ
り
、
修
了
証
を
手
に
し
た
と
き

は
、
緊
張
と
同
時
に
重
責
を
感
じ
ま
し
た
。

　

約
２
年
間
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
の
サ

ポ
ー
ト
の
下
、
後
見
支
援
員
と
し
て
活
動
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
諸
先
輩
方
の
ケ
ー
ス
記
録
を

参
考
に
し
な
が
ら
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
。

　

被
後
見
人
の
方
へ
の
対
応
は
様
々
で
す
。
社
会

に
出
て
、
年
を
重
ね
色
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
か
ら
こ
そ
理
解
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
正
解
、
１
０
０
％
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
々
勉
強
だ
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
自
身
の
身
に
置
き
換
え
、
被
後
見
人
に
優

し
く
寄
り
添
い
、
見
守
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

定
年
退
職
後
に
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
探
し

の
１
つ
と
し
て
、
市
民
後
見
人
養
成
講
座
を
受

講
し
て
か
ら
、
７
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
の
間
支

援
員
と
し
て
軽
度
の
認
知
症
の
方
を
主
に
担
当

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
、
重
度
の
認
知

症
の
方
の
後
見
人
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
、
現
在
、
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
ば
良
い
の
か
糸
口
を
模
索
中
で
す
。

　

た
だ
、
そ
ん
な
方
と
の
出
会
い
で
、
改
め
て

健
康
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
か
さ
れ
た

の
で
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
今
後
も
続
け
て

い
く
た
め
に
、
健
康
に
は
充
分
気
を
付
け
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
市
民
後
見
人
と
し
て
、
１
年
程
活
動
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
手
探
り
状
態
で
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
職
員
や
先
輩
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
な
が
ら
、
身
近
な
住
民
と
し
て
被
後
見
人
と

歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

市
民
後
見
人
養
成
講
座
で
３
年
前
に
50
時
間

の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
高
齢
化
社
会
が
進
み
、

認
知
症
の
方
が
多
く
な
る
中
で
、
市
民
後
見
人

の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
本
人
の
財
産
管
理

や
身
上
保
護
を
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
難
し

く
感
じ
ま
す
。

　

本
人
の
尊
厳
を
守
り
、

自
分
ら
し
く
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
被
後

見
人
に
寄
り
添
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
御
殿
場
）

市
民
後
見
人

加
藤
　
雅
子
さ
ん

（
印
野
）

市
民
後
見
人

勝
間
田 

富
味
男
さ
ん

市
民
後
見
人
を
紹
介
し
ま
す
！
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市社協は、成年後見事業を推進しています。

令和６年度事業報告概要
成年後見事業の推進

日常生活自立支援
事業の実施 契約件数

市民後見人養成 受任済み

相談対応 受付件数

監督

補助
法人後見の実施

保佐

後見

22件

9人

59件

3件（後見）

3件

6件

13件

交流センター
指定管理 利用者数

生活介護 利用者数

通所介護 利用回数

延べ 143,886人

延べ 2,914人

延べ 9,275回

訪問介護 利用回数 延べ 3,965回

居宅介護支援 利用者数 延べ 3,113人

地域包括支援
センター菜の花 相談対応 延べ 4,149件

市社協普通会費

事業名 実績値

加入世帯 21,992世帯

経営事業体としての組織体制整備と財政基盤の強化

包括的相談支援体制整備事業の実施
　連携担当職員、アウトリーチ支援員を配置し、「断
らない相談支援」、「参加支援」、「地域づくりに向けた
支援」に取り組みました。
　「地域づくりに向けた支援」の一環として、新橋の
富士山市民のサロン「けやきかん」を拠点とする共生
型居場所創設を支援しました。

移動支援サービスの創出

開催日　令和６年９月20日
会　場　市役所原里支所
受講者　13人

前期
開　催　日令和６年５月23日・24日
会　場　市民交流センター「ふじざくら」・公道
受講者　20人
後期
開催日　令和６年10月29日・30日
会　場　市民交流センター「ふじざくら」・公道
受講者　16人

国土交通大臣認定福祉車両運転者講習会

地域版国土交通大臣認定運転ボランティア養成講座

第５次地域福祉活動計画の推進

※平均3.81点
　前年度より0.1ポイント
　上昇しました。

42項目162事業年次評価詳細

1点 0事業

2点 2事業

3点 51事業

4点 85事業

5点 24事業

市社協マスコットキャラクター

「ふくっぴ～」

▶
法
人
後
見
等
支
援
員
連
絡
会

▶
地
域
版（
原
里
地
区
）

　

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▲共生型居場所「ＧＯＴＥＭＢＡ ＣＨＥＲＲＹ」
　代表の菅又基子さんら
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市社協は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。

受託金収入 38％
前年度比（404万円余増）

介護保険事業収入 32％
前年度比（533万円余増）

障害福祉サービス
等事業収入 12％
前年度比
(17万円余増）

経常経費補助金収入 11％
前年度比（88万円余減）

会費・寄附金 4％
事業収入 2％

その他の収入等 1％

【事業活動収入内訳】
 事業活動収入合計 4億7786万275円

令和６年度決算の概要 社会福祉法人御殿場市社会福祉協議会

施設整備等収入 4,770,000

事業活動収入 477,860,275

公益財団法人JKA　特殊浴槽更新のための補助金 

受託金収入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入
経常経費補助金収入
事業収入
会費収入
寄附金収入
その他の収入等

181,522,797
152,319,439
59,370,927
50,302,412
11,994,132
11,909,000
5,560,542
4,881,026

決算額 備　考

その他活動収入 24,059,995 介護サービス事業安定基金、固定資産取得基金、職員退職手当積立取崩 
前期末支払資金残高 71,024,892 前年度繰越金
収入合計 577,715,162

施設整備等支出 9,489,030

事業活動支出 512,496,460

生活介護事業所特殊浴槽・車両リース料・乗用芝刈り機・PC・モニター 

法人運営事業
地域福祉活動推進事業
在宅福祉推進事業
共同募金配分金事業
小口資金貸付事業
地域包括支援センター事業
居宅介護支援事業
ホームヘルパー事業
老人デイサービス事業
生活介護事業
市民交流センター事業
東田中塚本踏切高架下駐車場事業

御殿場市・静岡県社協等受託金
介護報酬・利用者負担金等
生活介護事業・ヘルパー障害福祉サービス給付費等
御殿場市・静岡県共同募金会等
交流センター利用料・成年後見報酬・講座参加費等
住民の皆様・賛助会員・特別会員からの会費
社会福祉・子ども食堂・交通遺児等のための寄附金
塚本駐車場駐車料・交流センター設備利用料等

組織運営
地域福祉・相談・生活困窮者・生活支援体制整備等
高齢者・児童・日常生活自立支援・成年後見等
高齢者・障害児者・児童福祉・ボランティア育成等
小口資金貸付事業
高齢者総合相談・支援・介護予防プラン作成
ケアプラン作成・要介護認定申請支援
高齢者・障害者ホームヘルプサービス
高齢者通所型日常生活援助・機能訓練
障害者通所型生活介護事業
市民交流センター管理運営事業
駐車場管理事業

64,191,064
49,776,524
15,660,455
12,220,832
150,000

28,861,271
52,182,206
29,205,680
84,205,113
60,313,464
114,157,973
1,571,878

その他活動支出 4,812,000 職員退職手当掛け金
支出合計 526,797,490

当期末支払資金残高 50,917,672

法 人 全 体 （単位円）

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
会
費
は
、

住
民
組
織
と
し
て
の
性
格
を
表

す
最
も
重
要
な
財
源
と
な
っ
て

お
り
、毎
年
全
世
帯
に
普
通
会

員
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　

会
費
納
入
に
つ
い
て
は
、各

区
長
様
を
通
じ
て
７
月
末
日
ま

で
の
取
り
ま
と
め
を
お
願
い
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、趣
旨
を

御
理
解
い
た
だ
き
、会
員
と
し

て
の
加
入
と
各
事
業
へ
の
御
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

 皆様から頂きました普通会費は、各地域の
サロンを運営している地域福祉推進委員会
の活動費を始めとして、小･中･高･特別支援
学校で行われている福祉教育、住民の皆様
によるボランティア活動や各種相談事業など
に使われています。

普通会費の使われ方

500円
普通会費

1世帯当たり
年額

7

人件費 67％
前年度比

（2,270万円余増）

事務費 23％
前年度比（670万円余増）

事業費 6％
共同募金配分事業費 2％ 助成金等 2％

【事業活動支出内訳】
 事業活動支出合計 5億1249万6460円

市
社
協

加
入
の
お
願
い

普
通
会
員



市社協は、包括的相談体制整備事業の実施に取り組みます。

8

„
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
世
界
に

　
　
一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
“

御
殿
場
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
」

尿
失
禁
予
防
教
室

菜
の
花
さ
わ
や
か
女
性
塾

　
「
咳
や
く
し
ゃ
み
を
し
た
時
に
尿
が
漏
れ
る
」、「
水
を
見
た
ら

す
ぐ
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な
る
」、「
出
か
け
た
い
け
ど
ト
イ
レ

が
心
配
で…

」

　

出
産
経
験
の
あ
る
方
や
、歳
を
重
ね
た
方
の
３
人
に
２
人
が

こ
う
し
た
困
り
ご
と
の
経
験
が
あ
る
そ
う
で
す
。さ
わ
や
か
女

性
塾
で
は
勉
強
会
と
体
操
教
室
を
通
じ
、不
快
な
症
状
の
軽
減
、

予
防
を
図
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
菜
の
花
へ

電
話
又
は
直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

電　

話（
７
０-

６
８
０
４
）

勉 強 会
　

皮
膚
排
せ
つ
ケ
ア
認
定
看
護
師
を
招
き
、排
せ
つ
の
仕

組
み
、排
せ
つ
に
関
す
る
困
り
ご
と
を
軽
減
す
る
方
法
を

学
び
ま
す
。

日　

時　

令
和
７
年
７
月
３
日（
木
）

 

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

会　

場　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
ざ
く
ら
」２
階 

大
広
間

体 操 教 室
　

尿
失
禁
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
骨
盤
底
筋
体

操
を
中
心
に
下
肢
筋
力
を
鍛
え
る
体
操
を
行
い
ま
す
。

日　

時　

８
月
12
日
・
８
月
21
日
・
９
月
４
日
・
９
月
25
日
・

 
10
月
９
日 

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で 

５
回

会　

場　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
ざ
く
ら
」２
階 

大
広
間 

対
象
者　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
女
性

 

30
名
程
度

参
加
費　

勉
強
会
・
体
操
教
室
と
も
に
無
料

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

（
初
級
編
）受
講
者
募
集
‼

日　

時　

令
和
７
年
８
月
27
日（
水
）、

 

９
月
３
日（
水
）

 

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で　

会　

場　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

 

１
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー　

対
象
者　

視
覚
障
害
者
を
対
象
と
し
た

 

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る
方

 

市
内
在
住
・
在
勤
者（
70
歳
以
下
）　

内　

容　

講
師
に
よ
る
実
技
指
導
、

 

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

「
く
ろ
つ
ぐ
み
の
会
」の
録
音
体
験

講　

師　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
財
団
放
送
研
修
セ
ン
タ
ー
講
師

受
講
料　

無
料　

定　

員　

20
名（
先
着
順
）　

申
込
み　

７
月
１
日（
火
）か
ら
７
月
31
日（
木
）ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

市
社
協
地
域
福
祉
課

電　

話（
７
０-

６
８
０
１
）

Ｆ
Ａ
Ｘ（
８
９-

５
５
０
１
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
を
お

持
ち
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
な
お
気

持
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
お
世

話
に
な
っ
た
方
に
、
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
社
会
に
恩
返
し
を
し
た
い
な
ど
、
で

き
な
か
っ
た
恩
返
し
を
恩
送
り
に
変
え
て
活
動
を
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
様
々
な
ニ
ー
ズ
が
有
り
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
る
の
か
、

皆
さ
ん
が
ど
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た
い

か
、
お
一
人
で
も
多
く
の
方
と
語
り
合
い
、
楽
し

く
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

相
談
の
窓
口
を
開
い
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
長 

勝
俣 

三
郎
さ
ん

日　

時　

毎
週
月
曜
日
・
水
曜
日

 

午
前
10
時
30
分
か
ら

 

午
後
２
時
30
分
ま
で 

 

毎
月
第
２
土
曜
日

 

午
前
10
時
か
ら

 

12
時
ま
で　

場　

所　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

 

「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

 

１
階
市
民
活
動
室

 

電　

話（
７
０-

６
８
０
１
）

 

Ｆ
Ａ
Ｘ（
８
９-

５
５
０
１
）

 

事
務
局

 

市
社
協
地
域
福
祉
課


